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 A Memorandum on the former Ota House: A village headmanʼs 
Gassho-style house in Omaki village, Shirakawa-go. The Ota 
family was the headman in Omaki village located in the middle 
of Shirakawa-go. According to the building record, the former 
Ota House was a Gassho-style house and was constructed in 
1842. Because of the dam construction, the former Ota House 
was torn down and reconstructed in the Higashiyama botanical 
garden, Nagoya city. Today the building is open to the public as 
a museum. The purpose of this study is to clarify the history of 
the former Ota House through the survey of the extant main 
building and ancient documents. From the investigation of 
ancient documents, the status and the role of the Ota family and 
the construction process in Edo period were clarified. From our 
building survey, it is proved that the main building had a “yobai” 
room which was a bedroom where a wife met her husband living 
in a separate residence. It is considered as a trace of “Dai-kazoku” 
system,  which means large family. Through the investigation 
of the building plan, it is clarified that the “Shoin” room nextto 
the room with a Buddhist altar was used as a waiting room for 
Buddhist priests. The room was planned adjunctively to the 









東西 125 ｍの河岸段丘上に形成された戸数 22 戸 （昭和 26 年　白
川村農業統計）の集落であった。昭和 29 年に着手された関西電
力鳩谷ダムの建設によって、集落の中心地に直接重力式コンクリ
ート堰堤が建設されることとなり、昭和 30 年 11 月 6 日、集落内
の大牧分校において壮行会が行われ集落離散となった。集落離散






































































図 5b：昭和 20 年代の大牧集落
　　　 出典『－伝えたい－心に眠る古の白川郷』（2003、白川村）




















（ 1842 ）、「裏屋根葺替日記帳　太田控え」（ 1946 ）、この他に「御
年貢取立覚長」（1842 ）等がある。このうち「人足もらい覚え長」
と「惣ま人足覚長」は、先の［岐阜県教育委員会 1957 ］ 、［稲垣









（普請帳 b）の 2 文書から、建物の建築状況を考察する。
３－１「五か村」の兼帯名主太田家
　白川村は、明治新政府の進めた町村合併により、藩政村 23 か
村が明治 8 年に合併して誕生した自治村である（白川村 1998 ）。





























































































天保 13 年 天保 14 年 弘化元年
合計
7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 8 月 1,3,5 月
1 源蔵 13.5 19.5 4.5 20 26 23 26.5 23 1 157
2 甚吉 18.5 27 28 28.5 27.5 26 11 166.5
3 喜助 15 27 18 28.5 27.5 27 10 153
4 左助 15 22 18 28.5 27.5 27 10 148
5 大工 4 4 27 26 26 30 24 141
6 磯次 19.5 24.5 21 11 76
7 宇右衛門 10.5 23.5 4 26 14 3,12,10 103
8 祐次郎 9 25 26 27 15 102
9 利平 3 3
10 久七 13 12 3 28
11 惣吉 9.5 9.5
12 庄作 9.5 9.5
13 文蔵 16 16
14 弥惣吉 7 3 10
15 嘉平 15 15
16 彦右衛門 12.5 24 25.5 62
合計 55.5 74 84.5 80.5 195.5 233 176 157.5 100 4 14 3,12,10 1199.5
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３－４　太田家普請状況の様子










　まず、普請帳 a と文書 b の内容を時系列で整理する。両文書共、
「天保十三年」のものだが、普請帳 a は「寅十二月」と書かれている。







れる。その年月が、表紙に記載されている天保 13 年 12 月という
ことになる。このことから、天保 13 年 12 月には屋根葺きが完了し、
「御長」をもらっていることになるので、12 月の時点で軸組が建ち、
屋根葺きが完了している。一方普請帳 b は、前述したように天保
13 年 6 月 28 日からの職人の出役、賃金の支払い状況を記録した





　普請帳 b には、16 人の職人の名前が確認され、全ての人工を合
計すると 1199.5 人工かかっている。これら職人の出役状況を見て
いく（表１）。まず 7 月から職人 5 人が出役しており、材木の切















たのであろうか。普請帳 b に、9 月から「大く」が出役している
記載がある。この「大く」について［佐伯 2009、116 頁］で、「日



































　その後 11 月に、前述の 4 人の大工連中が出役し始める。表 1
で 4 人の出役状況をみると「大く」は丸一月、他の 3 人は 9 日～








ることになるので 12 月の総人工は 233 人工と、全月中一番多い





723 人工であるので、全体の出役数の 6 割の段階である。［江間
















　以上のことから、天保 14 年の 1 月から、職人の出役がなくな
る弘化元年の 5 月までの残り 4 割の作業人工は、造作材の加工お
よび施工ということになる。その作業は、家主が居住する中行わ







660 人であるが、これは普請帳 a にある「ソマ」612 人、「大工」664








根下地組」は各 1 日、「屋根葺き」は両面 2 日あれば完了する作
業なので、これらの人足を総人工から差し引けば「材木切り出し」
及び「木挽き」にかかった総人足を推測できる。
　普請帳 a には、人足提供をしている村人全 34 件 580 人工が記
録されている。この他に「荻町　人足四十六人」のように、村単
位で書かれているものがあり、それらは「木谷村 10 人」「荻町村
46 人」「戸ヶ野 9 人」「嶋村 3 人」「牛首 3 人」「鳩谷 9 人」の全 6










人工がわかる。普請帳 c は昭和 21 年と新しいが、この頃の葺き
方は、現在使われている「バリカン」や「茅上げ機」等の機械が
使われていない時代なので、天保期の屋根葺き技術とさほど変わ
らない。よって、普請帳 c の総人工を普請帳 a の屋根葺きの総人
工として計算する。普請帳 c に記載された人足を合計すると 94
人であるが、普請帳 c は片屋根の葺き替え人足を記したものなの
で、両屋根の葺き替え人工は 2 倍の 188 人となる。
　以上の人工を合計すると、「石場かち」「合掌組」「屋根下地組」「屋
根葺き」の人足は、多く見積もっても 370 人工と考えられ、村人










とから、太田家建築工事に掛かった総人工数 1,936 人の内の 34％
（ 664 人）が大工作業、19％（ 370 人）が石場カチや小屋組の組立













　建物は桁行 19.144 ｍ（ 63.2 尺）、梁間 11.545 ｍ（ 38.1 尺）の規

































































































































































　上屋梁は 31.1 尺 （ 9.426 ｍ）で棟通り柱列より正面側が 15.1 尺
（ 4.578 ｍ）、背面側が 16 尺 （ 4.848 ｍ）に振り分けられ、正背面














































10 ）これに対応して「ち・3 柱」左面に框痕がある。り通り「 2
－ 3 間」の足固め貫には、床根太彫りが残されている。（図 14 ）











































顎で架かっている。（図 13 左）また、「よ・1 柱」上手面には、当
初壁貫と竪板溝の痕跡が確認できる。これらのことから、当初こ
の二本の束は通し柱で「よ－又を間」に 6 尺の開口を設けたいが
ために、「か柱」を切断して「り－よ間」に新たに差物 （図 13 の
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　チョウダの上手、オクノデイの背面側に、桁行 9 尺 8 寸 （ 2.96






























で桁行 6 尺 9 分 （ 1,846 ㎜）の二間、
梁間は 15 尺 1 寸 （ 4,578 ㎜）であるが、桁行二間通しの柱内法で
11 尺 6 寸 （ 3,517 ㎜）、梁間内法で 14 尺 5 寸 （ 4,393 ㎜）となり、

























































































































間を建具見込み分欠き取っており、は通り「8 － 12 間」の現状敷居・
鴨居をみると、チョウダ側柱面へ打ちつけた付け敷居、付け鴨居























































































































































































































































を構成する柱の寸法は、他の部屋が 5 寸 6 分～ 6 寸を基本として
いるのに対し、5 寸を基本として柱が細い。デイは柱真々で桁行
6 尺 9 分 （ 1,846 ㎜）、6 尺 6 分 （ 1,836 ）の二間、梁間は 15 尺 1
分（4,578 ㎜）であるが、桁行二間通しの柱内法で 11 尺 6 分（3,517
㎜）、梁間内法で 14 尺 6 分 （ 4,528 ㎜）となり、柱を 5 寸とする
ことで、桁行寸法では 5 尺 8 分× 2 尺 9 寸の畳が入るように計画
されていることがわかる。（図 22 ）しかし、この梁間内法寸法で
畳寸法をだすと、5 尺 8 寸 2 分× 2 尺 9 寸１分畳となり、畳長手
で 2 分の余りがでることになる。5 尺 8 寸× 2 尺 9 寸の畳を入れ
るには少し広くなってしまうのである。しかし、太田家ではこの
余分をチョウダ側の敷居面を柱面より正面側に出すことによって
調整し、5 尺 8 寸× 2 尺 9 寸の畳が入るようにしている。ナイジ




ことで桁行の内法寸法を 5 尺 8 寸 2 分× 2 尺 9 寸 1 分の畳が入る
ようにしている。しかし、仏間境で対面する柱面を見ると、現状




行 6 尺 3 寸（ 1,909 ㎜）、3 尺 5 寸（ 1060 ㎜）の 1 間半で梁間は 6
尺（1,818 ㎜）、6 尺（1,818 ㎜）の二間で、桁行柱内法で 9 尺 3 寸
（ 2,830 ㎜）、梁間内法で 11 尺 5 寸 （ 3,491 ㎜）となる。この寸法
で畳寸法をだすと、桁行で 6 尺 2 寸 2 分× 3 尺 1 寸 1 分畳、梁間


























は、桁行寸法に合わせて 6 尺 2 寸 2 分× 3 尺 1 寸 1 分畳の入る梁
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